
　 非常に難しいと感じている　　 やや難しいと感じている　　難しいとは感じていない　　 その他　　無回答

2010年全体（n=1208）

2008年全体（n=910）

2012年全体（n=1179）

国公立（n=879）

私立（n=294）

普通科（n=865）

総合学科（n=83）

専門高校（n=137）

過
去
調
査

設
置
者
別

高
校
タ
イ
プ
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※

70%以上（n=539）

2
0
1
2
年

大
短
進
学
率
別

2
0
1
0
年

大
短
進
学
率
別

40～70％未満（n=234）

40％未満（n=388）

70%以上（n=501）

40～70％未満（n=255）

40％未満（n=443）

※ 高校タイプの分類　普通科＝普通科単独校もしくは中心校、総合学科＝総合学科単独校もしくは併設校、専門高校＝工業・商業・家政・農業を中心とする高校

　

現
在
、進
路
指
導
を
難
し
い
と
感
じ
て
い

る
か
と
い
う
質
問
に
、進
路
指
導
主
事
を
中

心
と
す
る
回
答
者
の
35
％
が｢

非
常
に
難
し

い｣

と
回
答（
図
１
）。前
回
38
％
か
ら
は
減
少

し
た
も
の
の
、｢

や
や
難
し
い｣

の
57
％
と
合
わ

せ
る
と
9
割
以
上
が
進
路
指
導
を
困
難
と

感
じ
て
い
る
。
進
路
指
導
に
難
し
さ
を
感
じ

る
割
合
は
、08
年
以
降
高
止
ま
り
の
傾
向
と

い
え
そ
う
だ
。

指
導
の
難
し
さ
が
増
す

大
短
進
学
率
中
位
の
高
校

　

設
置
者
別
に
見
る
と
、｢

非
常
に
難
し
い｣

と
感
じ
る
割
合
は
、私
立
よ
り
も
国
公
立
、

高
校
タ
イ
プ
別
で
は
普
通
科
よ
り
も
総
合

学
科
や
専
門
高
校
で
多
く
、大
短
進
学
率

別
で
は
進
学
率
が
低
い
高
校
ほ
ど｢

非
常
に

難
し
い｣

が
多
い
。た
だ
し
、前
回
に
比
べ
大
短

進
学
率 

﹇
40
〜
70
％
未
満
﹈の
高
校
で
は

｢

非
常
に
難
し
い｣

が
増
加
傾
向
。
反
対
に

﹇
40
％
未
満
﹈の
高
校
は
前
回（
53
％
）か
ら
10

ポ
イ
ン
ト
近
く
減
少
し
た
。

進
路
指
導
の
困
難

Ⅰ
進
路
指
導
の
困
難
度

｢

非
常
に
難
し
い｣

35
％
、全
体
の
９
割
以
上
が「
難
し
い
」と
回
答

図1 現在、進路指導を難しいと感じているか
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67.3

（順位）
2012年全体（n=1075）

設置者別

67.6国公立（n=811）

66.8私立（n=259）

過去調査

66.22010年全体（n=1121）

2010年大短進学率別

66.070％以上（n=447）

72.140～70％未満（n=240）

63.840％未満（n=426）

2012年大短進学率別

65.870％以上（n=468）

71.640～70％未満（n=222）

67.640％未満（n=370）

65.02008年全体（n=832）
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67.7普通科（n=778）
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30.1
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（15）
27.3
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29.9

28.9

42.5

23.9
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23.2
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34.6
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進
路
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・
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定
能
力
の
不
足

学
習
意
欲
の
低
下

職
業
観
・
勤
労
観
の
未
発
達

学
力
低
下

規
範
意
識
・
道
徳
意
識
の
低
下

産
業
・
労
働
・
雇
用
環
境
の
変
化

入
試
の
多
様
化

高
卒
就
職
市
場
の
変
化

仕
事
や
働
く
こ
と
に
対
す
る

価
値
観
の
変
化

入
試
の
易
化

教
員
の
進
路
指
導
に
関
す
る
時
間
不
足

校
内
連
携
の
不
十
分

教
員
の
実
社
会
に
関
す
る

知
識
・
経
験
不
足

教
員
の
意
欲
・
能
力
不
足

旧
態
依
然
と
し
た
教
員
の
価
値
観

生
徒
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

生徒の問題 進路環境の問題学校の問題保護者の問題

進
路
環
境
変
化
へ
の
認
識
不
足

子
ど
も
に
対
す
る
過
剰
な
期
待

子
ど
も
に
対
す
る
無
関
心
・
放
任

家
庭
・
家
族
環
境
の
悪
化

（
家
計
以
外
の
面
に
つ
い
て
）

学
校
や
教
師
へ
の
非
協
力

家
庭
・
家
族
環
境
の
悪
化

（
家
計
面
に
つ
い
て
）

　 2008年全体　　 2010年全体　　 2012年全体

※ 図１で「非常に」あるいは「やや」難しいと感じていると回答した者のみ  「‐」は該当項目なし　（複数回答）

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

　

現
在
の
進
路
指
導
を｢

非
常
に
難
し
い･

や
や
難
し
い｣

と
回
答
し
た
人
に
そ
の
要
因

を
す
べ
て
あ
げ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、最
多
は

【
生
徒
】の｢

進
路
選
択･

決
定
能
力
の
不

足｣

67
％
（
図
２
）。2
位【
保
護
者
】｢

家
庭

･

家
族
環
境
の
悪
化（
家
計
面
）｣

、３
位

【
学
校
】｢

教
員
の
進
路
指
導
に
関
す
る
時

間
不
足｣

。
以
下
、【
生
徒
】「
学
習
意
欲
の

低
下
」、【
生
徒
】「
職
業
観
・
勤
労
観
の
未

発
達
」と
続
く
。【
生
徒
】が
困
難
の
要
因

と
考
え
る
教
師
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
教
員
の
実
社
会
に
関
す
る

知
識
・
経
験
不
足
」が
増
加

　

前
回
よ
り
増
加
し
た
の
は
、【
生
徒
】「
職

業
観
・
勤
労
観
の
未
発
達
」「
学
力
低
下
」、

【
保
護
者
】「
子
ど
も
に
対
す
る
過
剰
な
期

待
」、【
学
校
】「
教
員
の
実
社
会
に
関
す
る

知
識
・
経
験
不
足
」な
ど
。
反
対
に
減
少
し

た
の
は
、【
進
路
環
境
】「
産
業･

労
働･

雇
用

環
境
の
変
化
」「
高
卒
就
職
市
場
の
変
化
」

｢

入
試
の
易
化｣

な
ど
。前
回
と
比
べ
、現
実

社
会
の
労
働
・
雇
用
環
境
や
高
卒
就
職
市

場
が
改
善
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
厳

し
い
状
況
が
常
態
化
し
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
か
。

困
難
の
要
因

図2 難しさの要因 ※

最
多
は
生
徒
の｢

進
路
選
択･

決
定
能
力
の
不
足｣

67
％
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（2）
24.3

（順位）
2012年全体（n=1075）

2010年大短進学率別

21.070％以上（n=447）

22.140～70％未満（n=240）

22.140％未満（n=426）

2012年大短進学率別

26.970％以上（n=468）

27.540～70％未満（n=222）

19.540％未満（n=370）

高校タイプ別

25.7普通科（n=778）

24.7総合学科（n=81）

20.3専門高校（n=133）

設置者別

23.7国公立（n=811）

26.3私立（n=259）

過去調査

21.52010年全体（n=1121）

（３）
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（4）
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6.6

8.5

11.3

9.2

8.2

9.9

14.3

9.2

9.3

7.2

（14）
6.0

9.4

2.5

0.7
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4.9
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7.5

4.2

5.8

2.3
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28.2

20.8

7.5

26.1

16.7
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18.6
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21.8
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15.3

（9）
11.1
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21.3

9.6

9.0

16.7

10.8

10.7

16.0

9.0

11.2

10.8

13.2

（10）
10.9

1.6

13.8

36.9

1.9

8.1

24.3

6.8

11.1

31.6

11.8

8.1

17.7

（18）
4.4

4.5

2.5

3.1

4.1

5.4

3.8

4.6

3.7

3.0

4.1

5.4

3.6

24.42008年全体（n=832） 28.6 15.5 13.7 3.8 - 7.2 5.0 5.9 - 1.8 20.7 9.5 7.2 7.2 3.4 4.3 26.7 11.5 17.8 4.6 -

保護者の問題

進
路
選
択
・
決
定
能
力
の
不
足

学
習
意
欲
の
低
下

学
力
低
下

職
業
観
・
勤
労
観
の
未
発
達

規
範
意
識
・
道
徳
意
識
の
低
下

生徒の問題

教
員
の
進
路
指
導
に
関
す
る

時
間
不
足

入
試
の
多
様
化

産
業
・
労
働
・
雇
用
環
境
の
変
化

入
試
の
易
化

高
卒
就
職
市
場
の
変
化

仕
事
や
働
く
こ
と
に
対
す
る

価
値
観
の
変
化

進路環境の問題

教
員
の
意
欲
・
能
力
不
足

校
内
連
携
の
不
十
分

旧
態
依
然
と
し
た
教
員
の
価
値
観

教
員
の
実
社
会
に
関
す
る

知
識
・
経
験
不
足

生
徒
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

学校の問題

進
路
環
境
変
化
へ
の
認
識
不
足

子
ど
も
に
対
す
る
過
剰
な
期
待

子
ど
も
に
対
す
る
無
関
心
・
放
任

家
庭
・
家
族
環
境
の
悪
化

（
家
計
以
外
の
面
に
つ
い
て
）

学
校
や
教
師
へ
の
非
協
力

家
庭
・
家
族
環
境
の
悪
化

（
家
計
面
に
つ
い
て
）

※ 図１で「非常に」あるいは「やや」難しいと感じていると回答した者のみ 「‐」は該当項目なし　（3つまでの複数回答）

　 2012年全体　　 　大学進学率70％以上　　 　40～70％未満　　 　40％未満

困
難
の
最
大
要
因

図3 最も大きな難しさの要因 ※

　

図
３
は
進
路
指
導
を
困
難
に
し
て
い
る

全
要
因
の
う
ち
、最
も
大
き
い
と
感
じ
る
も

の
を
3
つ
ま
で
選
ん
で
も
ら
っ
た
結
果
だ
。

最
多
は【
保
護
者
】｢

家
庭･

家
族
環
境
の
悪

化（
家
計
面
）｣

26
％
。以
下
、【
生
徒
】｢

進
路

選
択･

決
定
能
力
の
不
足｣

、｢

学
習
意
欲
の

低
下｣

、｢

学
力
低
下｣

と
続
く
。

　
進
学
率
の
違
い
で

大
き
く
異
な
る
困
難
の
要
因

　

大
短
進
学
率
別
に
み
る
と
、﹇
70
％
以
上
﹈

の
高
校
で
は
１
位｢

進
路
選
択･

決
定
能
力

の
不
足｣

、2
位
は｢

入
試
の
多
様
化｣

、以

下｢

学
習
意
欲
の
低
下｣｢

教
員
の
進
路
指

導
に
関
す
る
時
間
不
足｣

と
続
く
。

 

﹇
40
〜
70
％
未
満
﹈と﹇
40
％
未
満
﹈の
１
位

は｢

家
庭･

家
族
環
境
の
悪
化（
家
計
面
）｣

。

﹇
40
〜
70
％
未
満
﹈で
は
前
回
に
比
べ
10
ポ
イ

ン
ト
近
く
増
え
て
お
り
、学
力
・
能
力
以
外

の
問
題
と
し
て
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い

る
よ
う
だ
。﹇
40
〜
70
％
未
満
﹈の
2
位
は

｢

進
路
選
択･

決
定
能
力
の
不
足｣

、3
位
は

｢

学
習
意
欲
の
低
下｣

。﹇
40
％
未
満
﹈の
2

位
は｢

学
力
低
下｣

、3
位
は｢

高
卒
就
職
市

場
の
変
化｣

と
、各
層
ご
と
に
異
な
る
課
題

を
抱
え
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

最
多
は｢

家
庭･

家
族
環
境
の
悪
化（
家
計
面
）｣

26
％
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■進路選択・決定能力の不足

○低学年から体系的な指導はしている
ものの、外部からの情報過多の状況が
かえって生徒の進路選択を難しくしてい
るケースがある（北関東/普通）
○答えや決定を求めてくる生徒（決断力
不足）がいる一方で、受験直前になって
も志望が見つからず探す努力もしていな
い生徒がいる（東海/普通）
○自己の適性がみつけられず、進路先
が定まらない生徒が増えている（九州･
沖縄/普通）
○自分が何をやりたいのか、何に向いて
いるのかを考え、決定することができな
い。高３の夏をすぎても学部を決定でき
ない（関西/普通）
○高望み、文理選択が適切でないなど
で実力と志望にギャップがある。また、急
に高３の夏ごろ、進路を変える者もいる
（南関東/普通）
○低学年で進路をよく考えていなかった
ため、３年生でも決められない。あるいは
行きたい大学はあるが親のことを考えて
ふみ切れない（東北/普通）
○大学への進学を何の疑問もなく受け
入れ、「大学に行くが、やりたいことが見
つからない」という本末転倒な考えの生
徒が多い（南関東/普通）

■入試の多様化

○各大学がさまざまな入試を実施してい
て、また同じ大学入試でも科目が違った
りしていて、すべてを理解することが非常
に困難（北海道/普通）
○センター試験の変更、理数先取り、あ
るいはＡＯなど推薦の多様化、複雑化で
混沌となり、みんなが手探りとなっている
（北関東/普通）

○入試が多様化して、生徒が入試に振
り回されている（関西/普通）
○国公立大学は入試に課す科目数が
多く現行のカリキュラムでは対応が困
難。私大は入試方法が多様化しすぎて
おり対応しきれない（東海/普通）
○ＡＯ、自己推薦、公募、指定校推薦な
ど、一般入試の前に試験が多すぎて、
教師も生徒も振り回される（九州･沖縄
/普通）

■学習意欲の低下

○大学に入りやすくなり、今までのように
大学入試を突破するために頑張るといっ
たモチベーションの減退（北海道/普通）
○進学というハードルを自分で越えようと
しない。学習において指示待ち。宿題の
み消化、という状態（北海道/普通）
○高校にも推薦で入ってくる生徒が多
く、「本当に勉強した」という経験をした
生徒が少ない。家庭学習の習慣がない
生徒が多い（南関東/普通）
○与えられることに慣れてしまい、いつも
受け身になっている。当事者として行動
しよう（勉学を含めて）という意識がない
（関西/普通）
○知的好奇心の低下を感じる。何ごと
もおもしろがれる感性を育めていない。と
にかく受動的（中国/普通）

■教員の進路指導に関する
　時間不足

○教員に求められる業務が年を追うごと
に肥大化している感があり、やってもや
ってもきりがない仕事に忙殺されている
（北関東/普通）
○学校全体が非常に忙しく、各教員の
仕事も増える一方である。各生徒とじっ
くり時間をかけて話す時間の少なさを感

じる（南関東/普通）
○学校現場の多忙さは極限まで来てい
る。生徒に（個人面談等に）割ける時間
がない（中国/普通）
○刻 と々変化する大学入試状況に対し
て担任が詳細な情報をつかみにくくなっ
ている。公務の多忙化も一因（南関東/
普通）

■学力低下

○中学の学力が定着していない中、大
学入試で求められる学力まで引き上げ
るのは限られた時間の中では困難 （南
関東/普通）
○ゆとり教育の影響で、学力の二極化
が深刻である。中でも好奇心の低下が
著しく、授業展開を難しくしている（東北
/普通）
○大学入試レベルの学力まで達するこ
とができない生徒が多い（中国/普通）
○入学後しばらくは中学の総復習が必
要の上、家庭学習（予習）のしかたを知
らない（甲信越/普通）
○学びに対する姿勢が確立されていな
い。従って、高校の学習内容が修得でき
ない生徒が増加している（北関東/普
通）

■家庭･家族環境の悪化（家計面）

○経済的理由から、四年制大学へ進学
できる実力でありながら短大を選択する
生徒がいる。高校の授業料未納で進学
以前の問題がある（南関東/普通）
○保護者の年収を考慮し、地元の大学
へ進学希望の生徒が多い。特に首都圏
難関私大進学者の減少（東海/普通）
○収入が激減、何らかの奨学金を受け
ないと進学できない生徒が増えた（関西
/普通）

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」

大
短
進
学
率
別
の
実
態

フリーコメント1　進路指導を困難にしているさまざまな要因　【大短進学率70%以上】

【
大
短
進
学
率
70
％
以
上
】の
高
校

「
選
べ
な
い
生
徒
」の
背
後
に

情
報
過
多
の
社
会
が
あ
る

 ｢

進
路
指
導
を
困
難
に
し
て
い
る
最
大
の

要
因｣

を
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
も
ら
う
（
12

ｐ
）の
と
同
時
に
、内
容
を
具
体
的
に
記
入

し
て
も
ら
っ
た
。こ
こ
で
は
、そ
の
フ
リ
ー
コ
メ

ン
ト
を
大
短
進
学
率
別
に
見
て
い
く
。

　

ま
ず﹇
大
短
進
学
率
70
％
以
上
﹈の
高
校

に
つ
い
て（
フ
リ
ー
コ
メ
ン
ト
1
）。最
大
要
因

の
ト
ッ
プ
で
あ
る「
進
路
選
択
・
決
定
能
力
の

不
足
」に
ま
つ
わ
る
コ
メ
ン
ト
に
は
、「
将
来
の

こ
と
を
考
え
ら
れ
な
い
、決
め
ら
れ
な
い
」「
自

分
が
何
を
し
た
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
自
分

か
ら
調
べ
な
い
」と
い
っ
た
生
徒
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
示
す
も
の
が
多
い
。「
情
報
が
多

す
ぎ
て
選
べ
な
い
」と
い
う
時
代
背
景
を
指

摘
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。
2
位｢

入
試
の

多
様
化｣

に
つ
い
て
は
、デ
ー
タ
上
は
前
回
よ

り
や
や
減
少
し（
12
ｐ
）、困
難
が
緩
和
し
た

よ
う
に
も
見
え
る
が
、コ
メ
ン
ト
か
ら
は
相
変

わ
ら
ず
厳
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
各
大
学

入
試
の
多
様
化
、複
雑
化
は
ま
す
ま
す
進
み
、

「
生
徒
も
教
師
も
振
り
回
さ
れ
て
い
る
」と
い

っ
た
意
見
が
多
い
。
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

低
下
の
元
凶
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

進
路
指
導
を
困
難
に
す
る
生
徒
や
保
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
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■家庭･家族環境の悪化（家計面）

○経済的理由により、進学をあきらめたり、奨
学金を利用して進学することが非常に多くな
っている（北海道/普通）
○進学先の決定後に、就職に変更せざるを
得ない生徒が複数出てくる（北海道/普通）
○経済的問題について生徒と保護者間で確
認できていないことがあり、推薦で合格してい
ながら辞退するケースがある（北海道/普通）
○家計面で進学が困難な生徒が増加し、か
といって高卒求人は減少の一途をたどってい
る状況で、生徒に妥協させるしかない進路選
択になっている（東海/総合）
○親子での会話不足や親の面目のためか、
家庭事情が子どもに伝わっておらず、上級学
校に進もうとして、資金がないことにより進学
をあきらめる生徒もいる（関西/普通）
○経済的な面から、自宅から通える大学、専
門学校、就職先が、進路を決める第一条件に
なっている生徒が多い（関西/総合）
○生徒は進学を希望しているが、家計が苦し
く就職に変更したり、大学から短大または専
門学校へ変更したり、進学できる学校に変更
して自分の行きたい学校へ行けない。合格し
たのにあきらめる場合もある（北関東/普通）

■進路選択･決定能力の不足

○３年夏～秋になっても、進路の方向性が定
まらず、生徒に振り回されたり、生徒にこちらか
ら声掛けをしないと動かない（南関東/普通）
○１年次から、さまざまな形でガイダンス、面談
などを重ね、自分や進路について考えさせてい
るはずだが、自分のことと受け取れず、３年後
半になってもコロコロ進路を変える生徒がいる
（南関東/普通）
○さまざまな適性検査を行ってもなかなか自分
のやりたいことや興味のもてることが決まらず、
進路について動き出せない（甲信越/普通）

○自分のこととして考えられない。他人任せ
（東海/専門）
○さまざまな講演や指導を通じて考える機会
は与えられているが、自分のこととしてとらえて
いないケースや、まだ先のことであると考えて
いる（九州･沖縄/普通）

■学習意欲の低下

○家庭学習の習慣が身についておらず、高
校の授業に対応できていない。各教科、ＨＲな
どで、学習のしかたについて繰り返し指導をし
なければならない（北関東/普通）
○推薦入試に安易に流れてしまい、学習する
意欲をもたない生徒が年々増加している （東
海/普通）
○学力の二極化。下位層の意欲が向上しな
い（九州･沖縄/普通）
○学習せずに合格できる方法のみを考える
生徒が多く、３年生になっても受験の雰囲気
にならない（北海道/普通）
○家庭学習の不足が著しく、学力の定着が
不十分になっている（東海/総合）
○学習習慣がない。宿題はやるが、自立学習
ができない生徒が多い（南関東/普通）

■学力低下

○中学校の学習内容が、身についていない
（東北/普通）
○学習習慣の欠如のため、基礎学力が定着
しない点（南関東/普通）
○入学時の基礎学力低下の生徒が増加。
上位の生徒を引き上げるのに十分な時間が
とれない（関西/普通）
○学力の低下がすべてにおいて影響してい
るため、進路選択の指導など、職場観、労働
観の指導をしても生徒自身のものになってい
かない（東北/総合）
○希望進路に学力が到達しない。なのに家
庭学習の不足、講習・模試参加率の低下が

見られる（北海道/普通）

■教員の進路指導に関する時間不足

○進学希望者のほとんどがＡＯ、推薦希望の
ため、小論文指導や面接指導で膨大な時間
を取られる。その上、日常の繁雑な業務も変わ
らず、きめ細かな指導がなかなかできない（南
関東/普通）
○あらゆることが教員に課せられており、教科
指導のほか生徒指導、保護者の対応、部活
動、研修等々時間がなさすぎる（東海/総合）
○進学、公務員、就職と多岐にわたる指導の
多様化により、教員に疲労感が大きい（東北
/総合）
○雑務が多く本来やるべき仕事（生徒に対す
る直接的な時間不足）が不十分（関西/普通）

■入試の多様化

○ＡＯ入試、推薦入試が早期にあるため、生
徒がそれに合わせて勉強する教科数を減ら
し、志望校のレベルも下げ、合格後は半年近
く勉強しなくなり、他生徒への悪影響も増加し
ている（関西/普通）
○各大学、多様な入試パターンで情報収集が
大変であり、対応がとても難しい（東海/総合）
○毎年の入試方法の変化に教職員はもちろ
ん生徒、保護者もついていっていない（九州･
沖縄/普通）

■入試の易化

○まったく学習しない卒業が心配な生徒が、合格
通知を早 に々手にし、さらにだらける（北陸/普通）
○上級学校への進学は望めばかなう状況で
あるから、学校の成績を伸ばそうとする気持ち
が薄れている（東北/総合）
○安易に指定校、ＡＯで受験し合格してしま
う。しかし学力は、大学入学レベルとなってい
ないものが多数。入学後の退学などの心配
（甲信越/普通）

【
大
短
進
学
率
40
〜
70
％
未
満
】の
高
校

家
の
経
済
事
情
で

進
路
の
選
択
肢
が
減
少

 

﹇
大
短
進
学
率
40
〜
70
％
未
満
﹈の
高
校
の

コ
メ
ン
ト
も
同
様
に
見
て
み
よ
う（
フ
リ
ー
コ

メ
ン
ト
2
）。
難
し
さ
の
要
因
の
ト
ッ
プ
で
あ

る｢

家
庭･

家
族
環
境
の
悪
化（
家
計
面
）｣

に

関
す
る
コ
メ
ン
ト
で
多
い
の
は
、家
庭
の
経
済

的
事
情
で
大
学
を
あ
き
ら
め
た
り
、地
元
進

学
に
変
更
し
た
り
、就
職
志
望
に
変
え
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
り
と
い
う
具
合
に
進
路
の
選

択
肢
が
狭
ま
っ
て
い
る
様
子
を
示
す
も
の
。ま

た
、経
済
的
事
情
に
つ
い
て
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
て
お
ら
ず
、土
壇
場
に
な

っ
て
進
学
を
断
念
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ

る
こ
と
を
示
す
コ
メ
ン
ト
も
少
な
く
な
い
。

　

２
位「
進
路
選
択
・
決
定
能
力
の
不
足
」に

つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、【
大
短
進
学
率
70

％
以
上
】の
高
校
と
同
様
、生
徒
の
自
主
性

や
主
体
性
の
欠
如
を
嘆
く
も
の
が
多
く
、さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
も
な
か
な
か
そ

の
効
果
が
表
れ
ず
、教
員
が
苦
労
し
て
い
る

様
子
も
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

3
位｢

学
習
意
欲
の
低
下｣

に
つ
い
て
は
、

大
学
が
入
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
や
、高
校

も
推
薦
で
入
学
し
て
く
る
生
徒
が
多
い
こ

と
な
ど
の
影
響
で
、家
庭
学
習
の
習
慣
が
な

い
生
徒
が
増
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
声
が

多
い
。

フリーコメント2　進路指導を困難にしているさまざまな要因　【大短進学率40～70％未満】
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■家庭･家族環境の悪化（家計面）

○子ども自身が進学を望んでいても、金銭的理
由により、就職せざるを得ない。しかし、高卒で
は就けない職種も多いのが現状（東北/普通）
○一人親の家庭が非常に多く、これが家計
の負担にもつながる。進学をあきらめる生徒
の理由の大部分を占める（北海道/その他）
○経済的に進学困難な家庭が多く、就職志
望者が多いが、求人は減少しており、就職す
ることが難しい（東海/普通）
○経済的に苦境にある家庭が多くなってき
た。保護者が日々の仕事（生活）に追われ、子
どもとかかわる時間がほとんどない家庭が目立
ってきた（関西/総合）
○学費が支払えないために進学できない家
庭が増加している（四国/専門）
○就職の内定をいただいた後、卒業までに普
通運転免許を取得するために自動車教習所
へ通うことができない生徒が非常に多くなって
きている（南関東/普通）

■学力低下

○入学してから小中の内容ができていなく苦し
んでいる→基礎基本の反復（北海道/普通）
○基礎学力不足を理由として就職の不採用
が通知されるケースが多 あ々る（南関東/専門）
○基礎学力の低下が著しく、進学、就職とも
に対応しづらい。意欲の低さもあり、向上への
姿勢を作りづらい。“その場さえしのげれば”と
の意識が強い生徒が多い（甲信越/総合）
○就職選考のペーパーテストがクリアできな
い。基礎的な学力がない（関西/普通）
○低学力層の占める割合が大きくなってお
り、学力の二極化が深刻化。同一カリキュラ
ムで授業を行うことは相当に難しい。習熟度
別授業にも限界がある（九州･沖縄/普通）
○義務教育レベルの学力が身についていな
いので、それをつけさせねばならない。学習習

慣も身につけさせねばならない（東海/専門）
○中学校までの学力が定着しておらず、高校
の学習についていけていない（東海/普通）

■高卒就職市場の変化

○求人数が減少し競争が激化。そのため学
科試験を課す企業が増加（北海道/その他）
○企業の採用が高卒より短大卒や大卒へシ
フトしている傾向があり、新規開拓はなかなか
難しい（東海/総合）
○以前には高卒の就職先であった販売職な
どに専門卒でなければ入れなくなっている（南
関東/普通）
○製造、販売などの求人数が減り、高校生が
受験できる企業が限られているので、以前に
は考えられないほどの高倍率になってしまい、
何社受けても内定まで届かない生徒が増え
ている（南関東/普通）
○高卒求人数が半減するとともに、高校への
求人のしかたが、指定校制から公募に変化し
ていること（東海/専門）
○ほとんどが製造業であり、多くの職種から選
ぶ余地がない。また、多くの企業で機械化が
進み、工業系の生徒を求人したいという意向
をもつ企業が、大幅に増えている（九州･沖縄
/専門）

■学習意欲の低下

○目的、目標を設定できず学習によって自己
を改善しようという意識が低い。その結果学力
も低下している（東北/普通）
○集中して学習に取り組む習慣のない生徒
が多くなってきている（北関東/専門）
○家庭学習の習慣がついていないため、学
力の定着に結びつかないのが現状であり、ま
た学習内容や方法がわからないとあきらめて
しまい学力が低下する一方（東北/普通）
○就職試験での学力検査（一般教養、ＳＰＩな
ど）の結果が重視されるようになったため、以

前よりも、学習経験を積む必要性を感じている
（東北/普通）

■進路選択･決定能力の不足

○職種、業種を決められず、親の考えで就職
試験を受ける。進学先（学部学科）を決める
際、狭い興味、友達、自宅からの距離などで決
めてしまう（四国/総合）
○生徒自身が何をしたいのかわかっていない。
したいことがわからないので進路決定が遅れ
る。また、積極性に欠ける（北陸/普通）
○勤労意欲はあるが、自身の将来像が描けな
いため、就職先の選択ができない（東海/専門）
○生徒の自分以外への依存度が高く、ほか
のせいにして自分から動こうとせず自分を変え
ようとしない（東北/普通）

■職業観・勤労観の未発達

○勉強したくないから就職、という安易な考え
や家庭の経済状況でやむなく就職という場
合、働くことに対する覚悟ができていない（南
関東/普通）
○アルバイト先を選ぶような感覚で安易に選
択するものがいる。就職後もちょっとした困難
ですぐに辞めてしまう（北海道/その他）
○働くことの意義、社会人としての責務にまっ
たく関心がなく、就業に関して完全に人任せ
（東北/普通）
○就職、進学問わず意識が低い。自分のことの
ように感じられない生徒も多数（甲信越/普通）

■産業･労働･雇用環境の変化

○正社員の求人票が激減しており、日給月
給、非正規雇用など、アルバイトのような求人
しかない（北海道/普通）
○高卒就職のところに就職難の大学生の流
入でバランスが崩れている（北関東/普通）
○指定校求人も高倍率になった（関西/普
通）

２０１２年「高校の進路指導・キャリア教育に関する調査」
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